
温故知新 （古代文明のおこり）

大森貝塚の発見

１８７７年６月 アメリカの動物学者（ ）が

（ ）を発見。

・（ ）・（ ）

・（ ）が見つかる。

縄文時代には、豊かな食料を願って、女性をかたどった（ ）が作ら

れた。

稲作のはじまりと弥生文化

約２４００年前 水田による（ ）が北九州に伝わる。

人々の移住とともに

中国→→朝鮮半島南部→→日本

採集・狩りのくらし→→計画的に食料を生産

（移住生活） （定住生活）

福岡市の板付遺跡

・水田にかんがい用の水路

・稲穂を積む（ ）

その後、九州→→西日本→→現在の青森県までの各地

Ｎｏ．１０

弥生文化

米づくりが始まる→→→（ ）が作られる。

・たくわえようの壺

・煮たき用の甕
かめ

・もりつけ用の高坏
たかつき

日本ではじめての農耕文化を（ ）という。

B.C ４世紀～ A.D.３世紀末 →（ 時代）

(古墳が築かれる)

稲作が伝わると同時に（ ）（ ）[金属器]も伝わる

木器や石器も引き続き使われる

（ ）、（ ）の青銅器［武器→→祭りで使われる］

（ ）、（ ）［祭りに使われる］

鉄器

すき・くわ等の農具

木を削る工具

武器

むらのくらし

低湿地に水田→→その周辺の丘に「むら」

むらのまわりに（ ）

（ ）に住む

稲作は共同作業

収穫した稲は（ ）におさめる


